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△
京
成
千
住
大
橋
駅
か
ら
四
十
五

分
、
磯
く
さ
い
涼
風
が
商
店
街
を

吹
き
抜
け
て
真
直
ぐ
に
ぶ
つ
か
る

所
に
京
成
谷
津
遊
園
駅
が
あ
り
ま

す
。

△
相
当
混
ん
で
い
た
電
車
が
、
急

に
空
い
て
、
駅
か
ら
吐
き
出
さ
れ

た
一
群
の
先
頭
に
「
足
立
区
」
と

い
う
文
字
が
読
み
と
れ
る
青
い
旗

が
、
風
に
さ
か
ら
つ
て
鳴
る
の
を

み
る
と
、
遊
園
地
の
受
付
の
人
が

足
立
の
海
の
家
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー

ル
の
後
ろ
で
す
、
と
親
切
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

△
区
の
海
の
家
は
、
遊
園
地
を
入

つ
て
か
ら
小
動
物
園
を
通
り
抜
け

た
塩
水
プ
ー
ル
の
横
、
ひ
ろ
び
ろ

と
し
た
海
の
見
え
る
広
場
の
中
に

あ
り
ま
す
。

△
収
容
人
員
は
約
四
百
人
、
開
設

以
来
の
利
用
者
は
梅
雨
明
け
の
酷

暑
と
と
も
に
鰻
上
り
に
ふ
え
て
、

平
日
で
も
約
三
百
人
、
日
曜
日
等

は
満
員
の
盛
況
で
写
真
の
よ
う
に

子
供
達
も
元
気
に
と
び
ま
わ
つ
て

い
ま
す
。
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足立区海の家 動
物
園
や
遊
園
地
も
あ
る

子
供
連
れ
海
水
浴
に
最
適

区
役
所
と
区
教
育
委

員
会
で
は
去
る
七
月

二
十
日
か
ら
千
葉
県

の
京
成
谷
津
遊
園
内

に
〝
足
立
区
海
の
家
〟

を
開
設
し
ま
し
た

。
こ
の
谷
津
遊
園
は

潮
干
狩
の
出
来
る
遠

浅
の
海
岸
に
接
し
、

動
物
園
や
遊
戯
設
備

等
も
完
備
さ
れ
て
お

り
子
供
連
れ
の
海
水

浴
に
は
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
所

か
ら
、
湘
南
地
方
の
海
岸
と
と
も

に
、
東
京
近
郊
有
数
の
海
水
浴
場

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
本

区
か
ら
は
距
離
も
近
く
交
通
も
至

便
と
い
う
こ
と
か
ら
区
民
の
皆
様

の
便
宜
を
は
か
る
と
と
も
に
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
夏
の
一
日
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
気
軽

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
今
夏
か
ら
同
園
内
海
岸
に
〝

足
立
区
〝
海
の
家
〟
を
設
置
し
た

も
の
で

あ
り
ま
す
。

経
費
等
は
次
の
通
り
に
な
つ
て
お

り
ま
す
。

○
経
費
　
一
日
一
名
に
つ
き

京
成
千
住
大
橋
駅
よ
り

大
人
　
一
〇
〇
円

子
供
　
　

六
五
円

京
成
金
町
駅
よ
り

大
人
　
　

九
〇
円

子
供
　
　

六
〇
円

(
往
復
乗
車
賃
、遊
園
地
入
園

料
、区
営
休
憩
所
使
用
料
を
含
み

ま
す
)

○
申
込
　
区
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
又
は
最
寄
の
区
役
所
出
張

所
に
料
金
を
添
え
て
申
込
み
下
さ

い
。○

そ
の
他
　
こ
の
利
用
は
人
数

や
日
時

に
制
限

は
な
く

い
つ
で
も

何
人

で
も
差

支
え
あ

り
ま
せ

ん
。

子供連れで賑わう
区営休憩所

ごらんのように片手に貝をぶらさげ
た人もいる遠浅の海岸

園内にはオツトセイもいて愛嬌をふりまく

メリーゴーランドの頂上
からみた遊園地全景
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よ
く
仕
込
ま
れ
た
象
の
前
は

何
時
も
一
杯
の
人
だ
か
り

海
に
あ
き
る
と
、
小
鳥
な
ど
を

み
て
廻
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る

海
の
よ
う
に
広
い
絶
対
安
全

な
ボ
ー
ト
場
も
あ
る

海豚のいる塩水プールもあり専任教師が
泳ざの手ほどきもしてくれる

日曜日にこのホールで有名芸
能人の演芸が行われる

遊園地の正面、入つて左側
海岸に区の海の家がある



区 政 の お 知 ら せ 第80 号 ( 4)

映画会やキヤンプ
緑蔭子供会の集い

去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
一
斉
に

夏
休
み
に
入
つ
た
区
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
、
健
全
で
楽
し
い

遊
び
を
と
い
う
目
的
で
今
年
も
又

足
立
区
緑
蔭
子
供
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

紙
芝
居
、
映
画
会
、
キ
ヤ
ン
プ
、

そ
れ
に
「
き
ぼ
う
」
号
に
よ
る
図

書
館
の
移
動
閲
覧
と
、
放
縦
に
流

れ
易
い
夏
季
休
暇
中
の
子
供
達
を

善
導
す
る
い
ろ
い
ろ
の
催
し
が
八

月
三
十
一
日
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

な
お
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事

は
次
の
通
り
で
す
。

☆
楽
し
い
集
い
(
　
)
内
数
字
は

日
付

鹿
浜
小
(
1
0
前
)
八
中
(
1
0
後
)

梅
島
(
1
2前
)
千
六
(
1
4前
)
花

畑
、十
三
中
(
1
7
前
)
千
三
小
、

大
川
町
公
園
(
2
3
前
)
千
八
小
(
2
6

前
)
舎
人
小
(
2
8
前
)

☆
映

画

会

舎
人
小
(
1
3
)
淵
江
小
(
1
9
)
大

谷
田
小
(
2
0
)
時
間
は
何
れ
も
午

後
六
時
三
十
分
か
ら

☆
移
動
図
書
館

千
寿
小
(
3
後
)
柳
原
小
(
1
0
後

)
花
畑
小
(
1
7
後
)
大
谷
田
小
(

2
0後
)
宮
城
小
(
2
4
後
)

【
写
真
は
移
動
図
書
館
に
集
ま

る
子
供
達

】

〝
貯
蓄
増
強
〟

映
画
の
タ
ベ

最
近
の
経
済
不
況
に
よ
る
全
国
的

な
不
景
気
は
、
中
小
企
業
者
の
多

い
本
区
に
お
い
て
は
、
特
に
強
い

関
心
が
示
さ
れ
、こ
の
苦
境
の
切

り
抜
け
対
策
が
各
所
で
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、区
で
は
更
に
こ
れ

を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
検
討
し
、

貯
蓄
の
増
強
が
こ
の
打
開
策
の
最

短
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
貰
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
八
月

下
旬
二
回
に
わ
た
り
「貯
畜
増
強

映
画
の
夕
べ
」を
次
の
通
り
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

第
一
回
　
八
月
二
十
三
日
午
後
七

時

、
千
寿
第
一
小
学
校

々
庭

第
二
回
　
八
月
三
十
一
日
午
後
七

時
、梅
島
小
学
校
々
庭

講

師
　
　
日
本
銀
行
か
ら
招
聘

映
画
　
　
ニ
ユ
ー
ス
、文
化
ス
ラ

イ
ド
、
劇
映
画
(
ま
ま

の
思
い
出
=
ア
イ
リ
ン

ダ
ン
主
演
=
)

当
日
雨
天
の
際
は
各
学
校
講
堂
で

行
い
ま
す
。

◎
な
お
本
年
六
月
三
十
日
現
在
の

区
内
の
国
民
貯
蓄
組
合
の
概
況
は

次
の
よ
う
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

組
合
数
　
　
　
　
　
一
七
四

組
合
員
数
　
七
〇
、
七
二
四

貯
蓄
額
　
　
一
億
四
千
万
円

区
議
会
で

原
水
爆
禁
止
の
決
議

足
立
区
議
会
で
は
去
る
第
四
回
定

例
会
に
お
い
て
別
項
の
通
り
原
水

爆
使
用
禁
止
の
決
議
を
し
、
直
ち

に
こ
れ
を
総
理
大
臣
及
び
外
務
、

厚
生
、
農
林
の
各
大
臣
に
提
出
し

ま
し
た
。

原
水
爆
使
用
禁
止
決
議

ビ
キ
ニ
原
爆
被
害
事
件
は
、全

国
民
に
未
曽
有
の
衝
撃
を
与
え
著

し
く
不
安
と
恐
怖
を
ま
き
起
し
て

い
る
。

原
水
爆
の
、こ
の
恐
る
べ
き
破
壊

力
は
日
本
国
民
に
対
す
る
被
害

の
甚
大
と
な
る
に
合
せ
、人
類
の

繁
栄
と
恒
久
的
平
和
を
願
う
我
が

国
民
の
一
大
脅
威
と
な
り
、そ
の

使
用
禁
止
が
国
民
運
動
に
ま
で
展

開
せ
ん
と
す
る
現
状
に
鑑
み
、本

区
議
会
は
全
世
界
の
人
類
の
福
祉

と
永
久
平
和
を
希
求
す
る
た
め
原

水
爆
使
用
禁
止
を
強
く
要
求
す

る
。右

決
議
す
る

昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
足
立
区
議
会

夢
の
〝
お
と
ぎ
〟
列
車

区
教
育
委
員
会
主
催
の
足
立
区
〝

お
と
ぎ
列
車
〟は
八
月
六
日
午
前

九
時
北
千
住
駅
か
ら
東
武
の
貸
切

電
車
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
お
と
ぎ
列
車
は
緑
蔭
子
供
会

の
行
事
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
子
供
達
に
楽
し
い
夢
を

持
た
せ
る
た
め
当
日
ま
で
行
先
は

一
切
発
表
し
な
い
方
針
で
申
込
を

受
付
け
た
た
め
、
区
内
の
小
中
学

生
に
大
き
な
興
味
を
呼
び
九
百
五

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

お
と
ぎ
列
車
は
千
葉
県
野
田
市

を
訪
ね
、
野
田
市
の
小
中
学
生
と

歌
や
劇
な
ど
に
よ
る
楽
し
い
交
換

会
を
開
き
午
後
五
時
帰
京
し
ま
し

た
。

働く人のために
区営プール夜間開場

去
る
七
月
一
日
か

ら
開
か
れ
た
区
営

大
川
町
プ
ー
ル
は

開
設
頭
初
異
例
の

冷
夏
に
見
舞
わ
れ

て
利
用
者
は
極
め

て
少
な
か
つ
た
が
遅

い
梅
雨
明
け
と

と
も
に
訪
れ
た
最

近
の
酷
暑
に
、
街

の
河
童
連
が
押
し

か
け
、
写
真
の
よ

う
な
大
賑
わ
い
。
平
均
一
日
の

入
場
者
千
百
名
か
ら
千
五
百
名

と
い
う
利
用
者
の
激
増
に
、
区

で
は
更
に
八
月
一
日
か
ら
プ
ー

ル
閉
鎖
の
九
月
一
〇
日
ま
で
勤

労
者
の
た
め
に
夜
間
開
園
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夜
間
開
園
は
昨
年
す
で
に

試
験
的
に
実
施
し
て
大
へ
ん
好
評

を
得
た
も
の
で
、
今
年
は
照

明
設
備
等
も
一
段
と
整
備
し
て

昼
間
の
利
用
が
で
き
な
い
勤
労

者
に
夏
の
涼
味
を
満
喫
し
て
貰

お
う
と
い
う

も
の
で
、
こ

の
た
め
夜
間

に
限
り
十
五

才
以
下
の
子

供
は
入
れ
な

い
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま

す
。

な
お
時
間
は

午
後
六
時
か

ら
午
後
九
時

ま
で
料
金
は

一
人
一
時
間

十
円
で
す
。


